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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略円筒形状の透明な本体部と、
　この本体部の基端部に設けられ、前記本体部を内視鏡の先端部に取付ける取付け部と、
　前記本体部の先端部に形成され、前記本体部の軸方向と直交する平面に対して斜めに傾
斜された傾斜面状の先端開口周縁部と、
　この先端開口周縁部の傾斜面の先端部に前方に向けて突出される先端突出部とを具備し
、
　前記本体部は、前記取付け部の近傍部位に前記内視鏡の挿入部と並設される外付けシー
スと、前記外付けシースの先端側の開口部が連結されるシース連結部とを有することを特
徴とする内視鏡用フード。
【請求項２】
　前記本体部は、前記先端開口周縁部の傾斜面の基端部と、前記取付け部との間に生体組
織が内視鏡の先端面に接触することを防止する接触防止用のスペース構成部を有すること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項３】
　前記本体部は、前記先端突出部が前記内視鏡の処置具挿通チャンネルの延長線上近傍位
置に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用フード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、内視鏡的的に病変部を除去する内視鏡的粘膜切除術などを行う際に内視鏡の
先端部に取付けられて使用される内視鏡用フードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、腹壁を切開せずに内視鏡を用いて行なう内視鏡用手術が広く行なわれている。そ
して、食道や胃の早期癌に対しては、内視鏡のチャンネル内を通して体内に導入される高
周波ナイフを用いて粘膜に限局した病変部を切離する内視鏡的粘膜切除術が行われる場合
がある。このような粘膜切除術では一般に、内視鏡の挿入部の先端に略円筒状のフードが
取り付けられる。この内視鏡用フードとしては次の特許文献１～４や、非特許文献１など
に示されている。
【０００３】
　特許文献１には、内視鏡の挿入部の先端に略円筒状のフードが取り付けられた構成が示
されている。この装置では、フードの先端部に軸方向と直交する平面に対して斜めに傾斜
された傾斜面が形成されている。さらに、フードの長さが短い位置（傾斜面の基端部側）
のフードの基端部には外チューブの先端部が連結されている。この外チューブの内部には
高周波スネアなどの処置具が挿通されている。また、フードの先端部には内方向に突出し
た爪部が設けられている。この爪部には外チューブの外に突出された高周波スネアの先端
部が係止された状態でセットされるようになっている。そして、この装置の使用時には、
フードの中に粘膜を吸引してポリープ状にし、その基部を高周波スネアを用いて切断する
ようになっている。
【０００４】
　また、特許文献２にも内視鏡の挿入部の先端に略円筒状のフードが取り付けられ、フー
ドの先端部に軸方向と直交する平面に対して斜めに傾斜された傾斜面が形成された構成が
示されている。この装置では、フードの先端開口部の周縁の鋭利な端縁部を生体組織に当
てた状態で、内視鏡を軸回り方向に回動させてフードの先端を円弧状にスイングさせなが
ら前進させることにより、粘膜を剥離するようになっている。
【０００５】
　また、特許文献３や４には、内視鏡の挿入部の先端に取り付けられた略円筒状のフード
によって内視鏡の先端面と観察対象の生体組織との間に一定の距離を設け、適切な距離で
観察や処置が行なえる構成が示されている。
【０００６】
　また、非特許文献１には内視鏡の挿入部の先端に略円筒状の先端細径透明フードが取り
付けられた構成が示されている。ここでは、内視鏡のチャンネルを通してニードルナイフ
を体内に挿入し、このニードルナイフを先端細径透明フードの先端から突出させた状態で
使用される。このとき、ニードルナイフを接線方向に動かし、サイドを抜くように切り進
めることにより、先端細径透明フードの先端を潜り込ませた状態で、粘膜下層を切ってい
くようになっている。
【特許文献１】特開２００２－４５３６９号公報
【特許文献２】特開２００１－３２１３８９号公報
【特許文献３】実開昭５６－７５９１２号公報
【特許文献４】特開昭５９－９３４１３号公報
【非特許文献１】山本博徳、「早期胃癌に対するヒアルロン酸ナトリウムを用いたＥＭＲ
（ＥＭＲＳＨ）のコツ」、消化器内視鏡、Ｖｏｌ．１４、Ｎｏ．１１、２００２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記特許文献１の内視鏡用フードでは、フードの先端部に内方向に突出した爪部が設け
られているので、この内視鏡用フードを粘膜の下に潜り込ませることは困難である。その
ため、高周波ナイフを用いて病変部の粘膜の一部を切断したのち、この切断部分に内視鏡
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用フードの先端部を潜り込ませて粘膜を粘膜下層から剥離する作業を行なうことは困難で
ある。
【０００８】
　また、特許文献２の内視鏡用フードでは、粘膜を剥離する作業時にはフードの先端開口
部の周縁の鋭利な端縁部を生体組織に当てた状態で、内視鏡を軸回り方向に回動させてフ
ードの先端を円弧状にスイングさせながら前進させる作業が必要になる。そのため、粘膜
を剥離する作業時の内視鏡の操作が複雑になる。
【０００９】
　また、特許文献３の内視鏡用フードでは、内視鏡の挿入部の先端に取り付けられた硬質
なフードは、先端部の端面が軸方向と直交する平面に形成されているので、この内視鏡用
フードを粘膜を剥離する作業に使用することは難しい。
【００１０】
　さらに、特許文献４の内視鏡用フードでは、内視鏡の挿入部の先端に取り付けられた軟
性のフードの先端部を生体組織に押し付けて内視鏡の先端面と観察対象の生体組織との間
に一定の距離を確保するために使用されている。そして、この内視鏡用フードは生体組織
との接触部は生体組織との接触面に合わせて弾性変形するようになっているので、この内
視鏡用フードを粘膜を剥離する作業に使用することも難しい。
【００１１】
　また、非特許文献１の先端細径透明フードでは、フードの先端部形状が先細状の円筒形
状になっているので、粘膜を剥離する作業時にはフードの先端部全体が挿入できる程度の
大きな穴をあける必要がある。そのため、粘膜を剥離する作業に手間がかかる問題がある
。また、一度付着した汚れを取り除くことが困難という問題もあった。
【００１２】
　本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、高周波ナイフなどを用いて
粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡的粘膜切除術などを行う際に粘膜の下の狭い部
分に内視鏡を潜り込ませて内視鏡の視野を良好に確保することができ、粘膜を粘膜下層か
ら剥離、切除する作業を容易に行なうことができる内視鏡用フードを提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　請求項１の発明は、略円筒形状の透明な本体部と、この本体部の基端部に設けられ、前
記本体部を内視鏡の先端部に取付ける取付け部と、前記本体部の先端部に形成され、前記
本体部の軸方向と直交する平面に対して斜めに傾斜された傾斜面状の先端開口周縁部と、
この先端開口周縁部の傾斜面の先端部に前方に向けて突出される先端突出部とを具備し、
前記本体部は、前記取付け部の近傍部位に前記内視鏡の挿入部と並設される外付けシース
と、前記外付けシースの先端側の開口部が連結されるシース連結部とを有することを特徴
とする内視鏡用フードである。　
　そして、本請求項１の発明では、高周波ナイフなどを用いて粘膜を粘膜下層から剥離、
切除する内視鏡的粘膜切除術などを行う際に、略円筒形状の透明な本体部の先端突出部を
生体組織の粘膜の内面側に潜り込ませる。これにより、内視鏡の視野を良好に確保し、粘
膜を粘膜下層から剥離、切除する作業を容易に行なうことができるようにしたものである
。さらに、本体部のシース連結部に連結される外付けシースを通して本体部の内面側に液
体や、エアーなどの流体を供給したり、処置具を挿入できるようにしたものである。
【００１４】
　請求項２の発明は、前記本体部は、前記先端開口周縁部の傾斜面の基端部と、前記取付
け部との間に生体組織が内視鏡の先端面に接触することを防止する接触防止用のスペース
構成部を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用フードである。　
　そして、本請求項２の発明では、粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡的粘膜切除
術などを行う際に、粘膜の剥離部分が拡がった場合に剥離部分の先端を本体部のスペース
構成部の上に乗り上げて支持させるようにしたものである。
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【００１５】
　請求項３の発明は、前記本体部は、前記先端突出部が前記内視鏡の処置具挿通チャンネ
ルの延長線上近傍位置に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用フー
ドである。　
　そして、本請求項３の発明では、処置具挿通チャンネルから突出された処置具が本体部
の先端突出部の方向に延出されるようにして内視鏡の視野を確保するようにしたものであ
る。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、高周波ナイフなどを用いて粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡
的粘膜切除術などを行う際に粘膜の下の狭い部分に内視鏡を潜り込ませて内視鏡の視野を
良好に確保することができ、粘膜を粘膜下層から剥離、切除する作業を容易に行なうこと
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の第１の実施の形態を図１乃至図９を参照して説明する。図１乃至図３は
本実施の形態の内視鏡用フード１を内視鏡２の挿入部３の先端部に装着した状態を示すも
のである。この内視鏡用フード１には略円筒形状の透明なキャップ部（本体部）４が設け
られている。このキャップ部４の基端部には、略円筒形状の内視鏡装着部（取付け部）５
が設けられている。この内視鏡装着部５の内径は内視鏡２の挿入部３の先端部の外径寸法
とほぼ同径、またはやや小径に形成されている。そして、この内視鏡装着部５に内視鏡２
の挿入部３の先端部が圧入されて嵌着されることにより、内視鏡用フード１が内視鏡２の
挿入部３の先端部に着脱可能に固定されている。
【００１９】
　キャップ部４には、円筒部４ａの先端部にキャップ部４の軸方向と直交する平面に対し
て斜めに傾斜された傾斜面状の先端開口周縁部６が設けられている。この先端開口周縁部
６の傾斜面の先端部には略へら状のへら部（先端突出部）７が前方に向けて突出された状
態で形成されている。先端開口周縁部６は、へら部７の基端部とキャップ部４の円筒部４
ａの先端部との間を連結する傾斜面状のなだらかな中間部によって形成されている。
【００２０】
　図３に示すようにへら部７は、キャップ部４の円筒形状に沿って略円弧形状に湾曲成形
されている。そして、へら部７の幅寸法は、キャップ部４の円筒形状の全周の長さの１／
２以下程度に設定されている。さらに、へら部７の先端部には、両側角部がなだらかな円
弧形状（Ｒ形状）に面取り加工された面取り加工部（移行部）７ａが形成されている。そ
して、このへら部７の部分は生体組織の粘膜の切れ目から粘膜の内面側に潜り込み可能に
なっている。
【００２１】
　また、キャップ部４の円筒部４ａは、先端開口周縁部６の傾斜面の基端部と、内視鏡装
着部５との間に適宜の間隔（内部空間）を設けている。そして、このキャップ部４の円筒
部４ａによって生体組織が内視鏡２の挿入部３の先端面に接触することを防止する接触防
止用の円筒状のスペース構成部が形成されている。
【００２２】
　また、図３に示すようにキャップ部４の円筒部４ａの中心位置Ｏ２は、内視鏡装着部５
の円筒部５ａの中心位置Ｏ１に対してへら部７の方に接近する方向に偏心された位置に配
置されている。そして、この内視鏡装着部５の円筒部５ａとキャップ部４の円筒部４ａと
の間の段差部８の壁面８ａにはキャップ部４の内側に連通する連通口部９がキャップ部４
の側面に沿うように形成されている。
【００２３】
　さらに、内視鏡装着部５の外側には軟性の外シース（外付けシース）１０が配置されて
いる。この外シース１０の先端部は、連通口部９に連結されている。ここで、外シース１
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０の先端部は、接着、溶着等の手段により段差部８の壁面８ａの連通口部９に気密を保っ
た状態で固着されている。そして、この外シース１０の先端はキャップ部４の内側に開口
されている。
【００２４】
　また、外シース１０は、内視鏡２の挿入部３の横に隣接状態で配設されている。この外
シース１０の基端部は内視鏡２の挿入部３の基端部側に配置された図示しない手元側の操
作部の近傍位置まで延出されている。
【００２５】
　図４に示すように外シース１０の基端部には接続口金１１が固定されている。この接続
口金１１には例えば、送液用のシリンジ１２が着脱可能に連結されている。シリンジ１２
は、有底円筒状のシリンジ本体１２ａを有する。このシリンジ本体１２ａの内部にはピス
トンロッド１２ｂが軸方向に進退可能に挿入されている。このピストンロッド１２ｂの基
端部はシリンジ本体１２ａの基端側の開口部から外部に延出されている。さらに、シリン
ジ本体１２ａの先端側の閉塞端の中央位置には小径な管状の口金部１２ｃが突設されてい
る。この口金部１２ｃは外シース１０の接続口金１１に着脱可能に連結されている。そし
て、ピストンロッド１２ｂの操作によってシリンジ本体１２ａの内部の液体が外シース１
０側に圧送されて供給されるようになっている。なお、外シース１０の接続口金１１は処
置具を外シース１０に挿脱可能に挿入させる処置具挿入部として使用することもできる。
【００２６】
　また、図３に示すように内視鏡２の挿入部３の先端面１３には、１つの観察窓部１４と
、２つの照明窓部１５，１６と、１つのチャンネル１７とが設けられている。観察窓部１
４の後方には観察光学系の対物レンズや、この対物レンズの結像位置に配置されたＣＣＤ
などの撮像素子が配設されている。２つの照明窓部１５，１６の後方には例えばライトガ
イドファイバなどの照明光を導光する導光手段が配設されている。チャンネル１７には、
各種の処置具、例えば高周波ナイフ１８などが挿入可能になっている。
【００２７】
　そして、内視鏡用フード１を内視鏡２の挿入部３の先端部に装着する場合には、内視鏡
２の先端面１３のチャンネル１７を外シース１０に近接させた位置に配置した状態でセッ
トされている。
【００２８】
　次に、上記構成の作用について図５乃至図１０を参照して説明する。ここでは、本実施
の形態の内視鏡用フード１を装着した内視鏡２を用いて、粘膜Ｈ１に形成された病変部位
Ｈ２を含む比較的広い範囲を一括切除する作業を行う場合について説明する。まず、内視
鏡２を患者の体内に挿入する。このとき、内視鏡２によって体内を内視鏡観察しながら挿
入部３の先端部を体腔内の目的部位、例えば体腔内の粘膜Ｈ１に形成された病変部位Ｈ２
の周囲まで挿入する。この状態で、体腔内の粘膜Ｈ１に形成された病変部位Ｈ２の周囲に
公知のマーキング手段、例えば高周波ナイフ１８によってマーキングする。続いて、粘膜
Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との間に生理食塩水を局部注射する。
【００２９】
　その後、内視鏡２のチャンネル１７内を通して体内に高周波ナイフ１８を挿入させる。
この高周波ナイフ１８の先端をチャンネル１７内から外部に突出させる。このとき、高周
波ナイフ１８の先端は、内視鏡用フード１のへら部７の前方まで突出させる。
【００３０】
　続いて、高周波ナイフ１８の先端を病変部位Ｈ２の周囲に当接させる。このとき、高周
波ナイフ１８の先端は、粘膜Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との間まで差し込まれる。この状態で、
病変部位Ｈ２の周囲を囲む比較的広い範囲（前記マーキング部分の外側）を高周波ナイフ
１８によってリング状に切開する。
【００３１】
　その後、図５に示すように病変部位Ｈ２の周囲の狭い切開部分（切開創）Ｈ４に内視鏡
用フード１のへら部７の先端が差し込まれる。このとき、へら部７の先端は粘膜Ｈ１と粘
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膜下層Ｈ３との間の狭い間隙内に挿入される。この状態で、内視鏡２の挿入部３全体を前
方に押し込み操作する。このへら部７の押し込み操作により、図５中に矢印で示すように
粘膜下層Ｈ３から粘膜Ｈ１の病変部位Ｈ２を剥離させる。
【００３２】
　また、へら部７の押し込み操作によって粘膜Ｈ１の病変部位Ｈ２の剥離部分Ｈ５が徐々
に広がることにより、図９に示すように内視鏡用フード１が粘膜Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との
間の狭い間隙内に深く挿入される。これにより、粘膜Ｈ１の病変部位Ｈ２の剥離作業中、
粘膜Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との間の狭い間隙内に内視鏡２の挿入部３の先端部を潜り込ませ
て粘膜Ｈ１の剥離作業部分の視野を確保することができる。
【００３３】
　さらに、粘膜Ｈ１の病変部位Ｈ２の剥離作業中、必要に応じて図９に示すように高周波
ナイフ１８を内視鏡２のチャンネル１７内から前方に突出させる。これにより、内視鏡２
によって高周波ナイフ１８による処置部を目視しながら粘膜Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との間の
切除作業を進行させることができる。
【００３４】
　また、粘膜Ｈ１の剥離部分Ｈ５が拡がった場合には図９に示すように剥離部分Ｈ５の先
端をキャップ部４の円筒部４ａの上に乗り上げて支持させることができる。これにより、
剥離部分Ｈ５が内視鏡２の挿入部３の先端面に接触し、内視鏡２の観察窓部１４の視野が
遮られることを防止することができる。
【００３５】
　そして、上述した通り病変部位Ｈ２の周囲のリング状の切開部分Ｈ４に内視鏡用フード
１のへら部７の先端を押し込む操作と、高周波ナイフ１８による切除作業とを組み合わせ
ることにより、予めリング状に切開された病変部位Ｈ２の周囲を囲む比較的広い範囲の粘
膜Ｈ１を一括切除することができる。
【００３６】
　また、本実施の形態の内視鏡用フード１では、上述した粘膜Ｈ１の切除作業中、さらに
、次の各種の作業を行なうことができる。まず、図６に示すように粘膜Ｈ１に出血部Ｈ６
が生じた場合には、この出血部Ｈ６にへら部７の先端を向けた状態にセットする。この状
態で、外シース１０に生理食塩水などを流すことにより、へら部７を通して出血部Ｈ６に
生理食塩水を流出させる。これにより、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れを簡単に洗い流すこ
とができる。
【００３７】
　さらに、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６が小さい場合には図７に示すようにへら部７の先端部を
粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６に押し当てた状態で、上から押えることにより、粘膜Ｈ１の出血部
Ｈ６を簡単に圧迫止血することもできる。
【００３８】
　また、図８に示すように外シース１０に生理食塩水などを流すことにより、へら部７の
内面に付着した例えば血液や、体液、生体組織片などの汚れを簡単に洗い流すこともでき
る。
【００３９】
　さらに、図１０に示すように外シース１０に高周波ナイフ１８を挿入し、内視鏡２のチ
ャンネル１７に把持鉗子１９を挿入してもよい。この場合には、高周波ナイフ１８と、把
持鉗子１９とを同時使用することができる。そして、内視鏡用フード１のへら部７の先端
によって粘膜Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との間の切除部分を上から押えた状態で、把持鉗子１９
によって粘膜Ｈ１の剥離部分Ｈ５の内面を上向に押し上げる操作を行なうことができる。
これにより、内視鏡用フード１のへら部７の先端部の周囲に大きな作業空間を確保するこ
とができるので、粘膜Ｈ１と粘膜下層Ｈ３との間の切除部分を高周波ナイフ１８によって
切除する作業を行ないやすくすることができる。
【００４０】
　また、図１１（Ａ）に示すように内視鏡２のチャンネル１７に高周波ナイフ１８を挿入
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し、外シース１０に止血用クリップ２０を挿入してもよい。さらに、内視鏡２のチャンネ
ル１７や、外シース１０には他の処置具、例えば図１１（Ｂ）に示す止血用高周波プロー
ブ２１や、図１１（Ｃ）に示す注射針２２などを適宜、選択的に挿入してもよい。これら
各種の処置具、或いはその他の処置具を必要に応じて適宜、選択的に組み合わせて同時使
用することもできる。
【００４１】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の内視
鏡用フード１では、略円筒形状の透明なキャップ部４の円筒部４ａの先端部に傾斜面状の
先端開口周縁部６を設け、この先端開口周縁部６の傾斜面の先端部にへら部７を突出状態
で設けている。そのため、病変部位Ｈ２の周囲の狭い切開部分Ｈ４に内視鏡用フード１の
へら部７の先端を差し込むことにより、このへら部７によって粘膜Ｈ１を粘膜下層Ｈ３か
ら剥離する鈍的剥離作業を簡単に行なうことができる。
【００４２】
　さらに、へら部７の幅寸法は、キャップ部４の円筒形状の全周の長さの１／２以下程度
に設定している。そのため、予め生体組織の粘膜Ｈ１に形成された狭い切開創にも簡単に
差し込むことができ、へら部７による粘膜Ｈ１の鈍的剥離作業を容易に行なうことができ
る。なお、へら部７は、キャップ部４の円筒形状に沿って略円弧形状に湾曲成形されてい
るので、切削加工によってへら部７を成形することができる。そのため、内視鏡用フード
１の製作を容易に行なうことができる。
【００４３】
　また、へら部７の先端部に両側角部がなだらかな円弧形状に面取り加工された面取り加
工部７ａを形成したので、へら部７の先端部両側角部の端縁部によって生体組織が傷つく
ことを防止することができる。さらに、へら部７の基端部とキャップ部４の円筒部４ａの
先端部との間を連結する傾斜面状のなだらかな中間部によって先端開口周縁部６を形成し
たので、へら部７とキャップ部４の円筒部４ａとの間で生体組織が傷つくことも防止する
ことができる。
【００４４】
　また、先端開口周縁部６の傾斜面の基端部と、内視鏡装着部５との間に適宜の間隔のキ
ャップ部４の円筒部４ａを設けているので、粘膜Ｈ１の剥離部分Ｈ５が拡がった場合に図
９に示すように剥離部分Ｈ５の先端をキャップ部４の円筒部４ａの上に乗り上げて支持さ
せることができる。これにより、剥離部分Ｈ５が内視鏡２の挿入部３の先端面に接触し、
内視鏡２の観察窓部１４の視野が遮られることを防止することができる。
【００４５】
　さらに、へら部７によって粘膜Ｈ１を粘膜下層Ｈ３から剥離させた状態で、粘膜Ｈ１の
下の狭い部分に内視鏡２の挿入部３の先端部を潜り込ませることができる。そのため、高
周波ナイフ１８などを用いて粘膜Ｈ１を粘膜下層Ｈ３から剥離、切除する内視鏡的粘膜切
除術などを行う際に、内視鏡２の観察窓部１４の視野を良好に確保することができる。そ
の結果、粘膜Ｈ１を粘膜下層Ｈ３から剥離、切除する作業を容易に行なうことができる。
【００４６】
　さらに、内視鏡用フード１を内視鏡２の挿入部３の先端部に装着する場合に、内視鏡２
の先端面１３のチャンネル１７を外シース１０に近接させた位置に配置した状態でセット
したので、チャンネル１７内から外部に突出させた高周波ナイフ１８をそのまま押し出す
だけで高周波ナイフ１８の先端をへら部７の近傍位置に位置合わせすることができる。そ
のため、高周波ナイフ１８による粘膜Ｈ１の切開作業を容易に行なうことができる。
【００４７】
　また、本実施の形態の内視鏡用フード１では、粘膜Ｈ１の切除作業中、粘膜Ｈ１の出血
部Ｈ６が小さい場合にはへら部７を粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６に押し付けることにより、へら
部７を利用した圧迫止血を行なうことができる。そのため、粘膜Ｈ１の切除作業の作業性
を一層、高めることができる。
【００４８】
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　さらに、内視鏡用フード１では、内視鏡装着部５の円筒部５ａとキャップ部４の円筒部
４ａとの間の段差部８の壁面８ａに外シース１０の先端部を連結している。外シース１０
の連結部は、へら部７と対応する位置に配置されているので、外シース１０に生理食塩水
などを流すことにより、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液、生体組織片など
の汚れを簡単に洗い流すことができ、キャップ部４の内面の汚れの洗滌を簡単に行なうこ
とができる。
【００４９】
　また、粘膜Ｈ１に出血部Ｈ６が生じた場合には、外シース１０から供給される生理食塩
水などをへら部７を通して出血部Ｈ６に生理食塩水を流出させることができる。これによ
り、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６などの生体組織の出血部位を簡単に洗い流すことができ、汚れ
を洗滌することができる。
【００５０】
　さらに、本実施の形態の内視鏡用フード１では、内視鏡２のチャンネル１７や、外シー
ス１０にそれぞれ別の処置具を挿入することもできる。そのため、必要に応じて適宜、選
択的に組み合わせて同時使用することもできるので、外科処置の手段を多様化することが
できる効果もある。
【００５１】
　また、図１２（Ａ）～（Ｃ）は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更
したものである。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構
成になっており、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付し
てここではその説明を省略する。
【００５２】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード３１では図１２（Ａ），（Ｂ）に示すように
へら部７に、略平板形状の平坦部３２が成形されている。さらに、図１２（Ｃ）に示すよ
うにこの平坦部３２には前後方向の中途部にその前後部分に比べて幅が狭い幅狭部３３が
形成されている。そして、この幅狭部３３の前方に幅広部３４が形成されている。
【００５３】
　そこで、本実施の形態では第１の実施の形態と同様の効果が得られる。さらに、へら部
７の平坦部３２によって比較的広い範囲で生体組織を均一に押えることができる。そのた
め、粘膜Ｈ１を粘膜下層Ｈ３から剥離する作業を一層、行いやすくすることができる。
【００５４】
　さらに、平坦部３２に幅狭部３３を設けたので、平坦部３２の前後方向の中途部に付着
する汚れなどを少なくすることができる。そのため、へら部７の平坦部３２の洗滌などの
作業を簡素化することができる。
【００５５】
　また、図１３および図１４（Ａ），（Ｂ）は本発明の第３の実施の形態を示すものであ
る。本実施の形態は第１の実施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を
次の通り変更したものである。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フー
ド１と同一構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一
の符号を付してここではその説明を省略する。
【００５６】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード４１では図１３に示すように、外シース１０
の先端部に噴射ノズル状の液体噴射部４２を設けたものである。この液体噴射部４２は、
図１４（Ａ），（Ｂ）に示すように外シース１０の先端側開口部の開口面積を絞った状態
で形成されている。
【００５７】
　そこで、本実施の形態では、第１の実施の形態と同様の効果が得られる。さらに、外シ
ース１０を通して供給される生理食塩水などの液体を噴射ノズル状の液体噴射部４２から
へら部７の内面に向けて強い水流で噴出させることができる。そのため、へら部７の内面
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に付着した例えば血液や、体液、生体組織片などの汚れを一層、簡単に洗い流すことがで
きる。さらに、へら部７を通して外部に流出させる水流も強くすることができるので、粘
膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れなどの洗滌効果も高めることができる。
【００５８】
　また、図１５（Ａ），（Ｂ）は第３の実施の形態（図１３および図１４（Ａ），（Ｂ）
参照）の内視鏡用フード４１の第１の変形例を示す。本変形例の内視鏡用フード４１には
、図１５（Ｂ）に示すように外シース１０の先端部に幅広に押し潰した幅広部５１が設け
られている。この幅広部５１には図１５（Ａ）に点線で示すように幅広の開口部５２が形
成されている。
【００５９】
　さらに、内視鏡装着部５の円筒部５ａとキャップ部４の円筒部４ａとの間の段差部８の
壁面８ａにはキャップ部４の内側に連通する複数、本変形例では３つの液体噴射孔（開口
部）５３が並設されている。これらの液体噴射孔５３は図１５（Ｂ）に示すように外シー
ス１０の幅広部５１の開口部５２に連通されている。
【００６０】
　そこで、本変形例の内視鏡用フード４１では、外シース１０を通して供給される生理食
塩水などの液体を外シース１０の先端の幅広部５１の開口部５２から３つの液体噴射孔５
３を通してへら部７の内面に向けて強い水流で噴出させることができる。そのため、本変
形例でも第３の実施の形態と同様に、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液、生
体組織片などの汚れを一層、簡単に洗い流すことができる。さらに、へら部７を通して外
部に流出させる水流も強くすることができるので、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れなどの洗
滌効果も高めることができる。
【００６１】
　また、図１５（Ｃ）は第３の実施の形態（図１３および図１４（Ａ），（Ｂ）参照）の
内視鏡用フード４１の第２の変形例を示す。本変形例の内視鏡用フード４１では、内視鏡
装着部５の円筒部５ａとキャップ部４の円筒部４ａとの間の段差部８の壁面８ａに１つの
の幅広の液体噴射孔５４が形成されている。この液体噴射孔５４には、外シース１０の先
端の幅広部５１の開口部５２が連結されている。
【００６２】
　そこで、本変形例の内視鏡用フード４１では、外シース１０を通して供給される生理食
塩水などの液体を外シース１０の先端の幅広部５１の開口部５２から幅広の液体噴射孔５
４を通してへら部７の内面に向けて強い水流で噴出させることができる。そのため、本変
形例の内視鏡用フード４１でも第１の変形例（図１５（Ａ），（Ｂ）参照）と同様の効果
が得られる。
【００６３】
　また、図１６は本発明の第４の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更したものである
。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構成になっており
、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付してここではその
説明を省略する。
【００６４】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード６１は、キャップ部４の円筒部４ａが内視鏡
装着部５の円筒部５ａと同心円状に形成されている。さらに、キャップ部４の外周面には
シース連結口６２が形成されている。このシース連結口６２には外シース１０の先端側開
口部が連結されている。
【００６５】
　また、キャップ部４の内部には、シース連結口６２から流出する液体の流れをへら部７
側に向ける整流部材６３が設けられている。この整流部材６３は、前面に開口部６３ａが
形成されている。
【００６６】
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　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態では、外シース１０を通して生
理食塩水などの液体が供給される場合にはキャップ部４の外周面のシース連結口６２から
キャップ部４の内部に向けて径方向に流入される。このとき、キャップ部４の内部に流入
される液体の流れは整流部材６３に突き当てられて前面開口部６３ａからへら部７側に向
けて噴出される。
【００６７】
　そこで、上記構成の本実施の形態の内視鏡用フード６１では次の効果がある。すなわち
、本実施の形態でも第１の実施の形態と同様の効果が得られる。さらに、外シース１０を
通して供給される生理食塩水などの液体を整流部材６３に突き当てて前面開口部６３ａか
らへら部７側に向けて噴出させることができる。そのため、本実施の形態でも第３の実施
の形態と同様に、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液、生体組織片などの汚れ
を簡単に洗い流すことができる。
【００６８】
　さらに、本実施の形態の内視鏡用フード６１では特に、キャップ部４の円筒部４ａが内
視鏡装着部５の円筒部５ａと同心円状に形成されているので、内視鏡用フード６１全体を
内視鏡２の挿入部３の先端部とほぼ同径に成形することができる。そのため、第１～第３
の各実施の形態に比べて内視鏡用フード６１全体を小径に成形することができ、内視鏡用
フード６１全体の小型化を図ることができる。
【００６９】
　また、図１７（Ａ），（Ｂ）は本発明の第５の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更
したものである。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構
成になっており、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付し
てここではその説明を省略する。
【００７０】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード７１では、フレーム構造のフード本体７２を
設けたものである。このフード本体７２には、外シース１０に生理食塩水などを供給した
際に、外シース１０から噴出される水流が吹き付けられない部分を開口させた複数の開口
部７３が設けられている。
【００７１】
　次に、上記構成の本実施の形態の内視鏡用フード７１の作用について説明する。本実施
の形態の内視鏡用フード７１の使用時には外シース１０に生理食塩水などを供給した際に
、外シース１０から噴出される水流は、フレーム構造のフード本体７２に吹き付けられる
。そのため、フード本体７２に付着した例えば血液や、体液、生体組織片などの汚れを簡
単に洗い流すことができる。
【００７２】
　そこで、上記構成の内視鏡用フード７１にあっては次の効果を奏する。すなわち、本実
施の形態の内視鏡用フード７１では、第１の実施の形態と同様の効果が得られる。さらに
、フード本体７２に複数の開口部７３を設け、外シース１０に生理食塩水などを供給した
際に、外シース１０から噴出される水流が吹き付けられない部分を開口させている。その
ため、外シース１０から噴出される水流が吹き付けられない部分に例えば血液や、体液、
生体組織片などの汚れが付着した状態で溜まることを防止することができる。
【００７３】
　また、図１８は本発明の第６の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更したものである
。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構成になっており
、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付してここではその
説明を省略する。
【００７４】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード８１では、第４の実施の形態（図１６参照）
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の内視鏡用フード６１と同様にキャップ部４の円筒部４ａが内視鏡装着部５の円筒部５ａ
と同心円状に形成されている。さらに、キャップ部４の外周面には水抜用の開口部８２が
形成されている。
【００７５】
　そこで、上記構成の内視鏡用フード８１にあっては次の効果を奏する。すなわち、本実
施の形態の内視鏡用フード８１では、キャップ部４の外周面に水抜用の開口部８２を設け
ている。そのため、キャップ部４の内部に溜まる液体をこの水抜用の開口部８２からキャ
ップ部４の外部に流出させることができるので、キャップ部４の内部に例えば血液や、体
液、生体組織片などの汚れが付着した状態で溜まることを防止することができる。
【００７６】
　また、図１９は本発明の第７の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更したものである
。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構成になっており
、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付してここではその
説明を省略する。
【００７７】
　すなわち、本実施の形態では、内視鏡２の挿入部３の外側に２つ（第１，第２）の外シ
ース１０ａ，１０ｂが並設されている。本実施の形態の内視鏡用フード９１には、キャッ
プ部４に２つ（第１，第２）のシース連結部９２，９３が設けられている。
【００７８】
　第１のシース連結部９２は、内視鏡装着部５の近傍部位に配置されている。この第１の
シース連結部９２は、キャップ部４の内部に連通されている。そして、キャップ部４の第
１のシース連結部９２には、第１の外シース１０ａの先端側の開口部が連結されている。
【００７９】
　第２のシース連結部９３は、へら部７の先端部位置に配置されている。この第２のシー
ス連結部９３は、キャップ部４の外側に配置されている。そして、第２のシース連結部９
３には、第２の外シース１０ｂの先端側の開口部が連結されている。
【００８０】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の内視鏡用フード９１の使用時
に、第１，第２の外シース１０ａ，１０ｂにそれぞれ生理食塩水などの液体が供給された
場合には第１の外シース１０ａを通して供給される生理食塩水などの液体がキャップ部４
の内面に吹き付けられ、第２の外シース１０ｂを通して供給される生理食塩水などの液体
がへら部７の前方に噴出される。そして、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液
、生体組織片などの汚れを第１の外シース１０ａからキャップ部４の内面に吹き付けられ
る水流によって簡単に洗い流すことができる。さらに、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れなど
は第２の外シース１０ｂからへら部７の前方に噴出される水流によって簡単に洗い流すこ
とができる。
【００８１】
　そこで、本実施の形態の内視鏡用フード９１では、第１の実施の形態と同様の効果が得
られる。さらに、キャップ部４に２つ（第１，第２）のシース連結部９２，９３を設けて
いる。そのため、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液、生体組織片などの汚れ
を第１の外シース１０ａからキャップ部４の内面に吹き付けられる水流によって簡単に洗
い流すことができるとともに、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れなどは第２の外シース１０ｂ
からへら部７の前方に噴出される水流によって簡単に洗い流すことができる。
【００８２】
　なお、本実施の形態では第１，第２の外シース１０ａ，１０ｂにそれぞれ生理食塩水な
どの液体が供給される場合について示したが、第１，第２の外シース１０ａ，１０ｂにそ
れぞれ処置具を挿入する構成にしてもよい。この場合には外科処置の手段を多様化するこ
とができる効果もある。
【００８３】
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　また、図２０は本発明の第８の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更したものである
。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構成になっており
、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付してここではその
説明を省略する。
【００８４】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード１０１には、キャップ部４の底部に２つ（第
１，第２）のシース連結部１０２，１０３が設けられている。第１のシース連結部１０２
は、内視鏡装着部５の近傍部位に配置されている。この第１のシース連結部１０２は、キ
ャップ部４の内部に連通されている。
【００８５】
　第２のシース連結部１０３は、へら部７の内部に穿設された貫通穴によって形成されて
いる。この第２のシース連結部１０３の先端開口部は、へら部７の先端面に配置されてい
る。
【００８６】
　また、外シース１０の先端部は第２のシース連結部１０３の基端部および第１のシース
連結部１０２にそれぞれ連結されている。
【００８７】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の内視鏡用フード９１の使用時
に、外シース１０に生理食塩水などの液体が供給された場合には、外シース１０から第１
，第２のシース連結部１０２，１０３にそれぞれ生理食塩水などの液体が流入される。そ
して、第１のシース連結部１０２からキャップ部４の内部に噴出される生理食塩水などの
液体がキャップ部４の内面に吹き付けられる。そのため、へら部７の内面に付着した例え
ば血液や、体液、生体組織片などの汚れを第１のシース連結部１０２からキャップ部４の
内面に吹き付けられる水流によって簡単に洗い流すことができる。
【００８８】
　さらに、第２のシース連結部１０３に流入される生理食塩水などの液体はへら部７の内
部の貫通穴を経てへら部７の前方に噴出される。そのため、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れ
などは第２のシース連結部１０３からへら部７の前方に噴出される水流によって簡単に洗
い流すことができる。
【００８９】
　そこで、本実施の形態の内視鏡用フード１０１では、第１の実施の形態と同様の効果が
得られる。さらに、キャップ部４の底部に２つ（第１，第２）のシース連結部１０２，１
０３を設けている。そのため、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液、生体組織
片などの汚れを第１のシース連結部１０２からキャップ部４の内面に吹き付けられる水流
によって簡単に洗い流すことができると同時に、粘膜Ｈ１の出血部Ｈ６の汚れなどは第２
のシース連結部１０３からへら部７の前方に噴出される水流によって簡単に洗い流すこと
ができる。
【００９０】
　また、図２１は本発明の第９の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変更したものである
。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一構成になっており
、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付してここではその
説明を省略する。
【００９１】
　すなわち、本実施の形態では、第１の実施の形態の内視鏡用フード１の内視鏡装着部５
の円筒部５ａとキャップ部４の円筒部４ａとの間の段差部８の壁面８ａに２つ（第１，第
２）の外シース１１１，１１２の先端開口部を並設状態で連結したものである。第１の外
シース１１１の基端部には図示しない処置具挿入用の口金部、第２の外シース１１２の基
端部には接続口金１１（図４参照）がそれぞれ固定されている。
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【００９２】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の内視鏡用フード１の使用時に
は、内視鏡２のチャンネル１７に高周波ナイフ１８、第１の外シース１１１に止血用クリ
ップ１１３、第２の外シース１１２に生理食塩水などの液体が供給される。そして、高周
波ナイフ１８および止血用クリップ１１３を同時、或いは別々に使用して生体組織の処置
が行なわれる。
【００９３】
　また、第２の外シース１１２から生理食塩水などの液体が供給される。そして、第２の
外シース１１２からキャップ部４の内部に噴出される生理食塩水などの液体がキャップ部
４の内面に吹き付けられる。そのため、へら部７の内面に付着した例えば血液や、体液、
生体組織片などの汚れを第１のシース連結部１０２からキャップ部４の内面に吹き付けら
れる水流によって簡単に洗い流すことができる。
【００９４】
　そこで、本実施の形態の内視鏡用フード１０１でも、第１の実施の形態と同様の効果が
得られる。さらに、本実施の形態の内視鏡用フード１の使用時には、内視鏡２のチャンネ
ル１７に高周波ナイフ１８、第１の外シース１１１に止血用クリップ１１３、第２の外シ
ース１１２に生理食塩水などの液体が供給されるので、外科処置の手段を多様化すること
ができる効果もある。
【００９５】
　また、図２２（Ａ）～（Ｃ）は本発明の第１０の実施の形態を示すものである。本実施
の形態は第１の実施の形態（図１乃至図９参照）の内視鏡用フード１の構成を次の通り変
更したものである。なお、これ以外の部分は第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一
構成になっており、第１の実施の形態の内視鏡用フード１と同一部分には同一の符号を付
してここではその説明を省略する。
【００９６】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード１２１では、内視鏡装着部５の円筒部５ａと
、内視鏡装着部５の円筒部５ａよりも大径なキャップ部４の円筒部４ａとが同心円状に形
成されている。そして、この内視鏡装着部５の円筒部５ａとキャップ部４の円筒部４ａと
の間の段差部８の壁面８ａにはキャップ部４の内側に連通する連通口部９が形成されてい
る。この連通口部９には、外シース１０の先端部が連結されている。
【００９７】
　そこで、本実施の形態の内視鏡用フード１２１でも、第１の実施の形態と同様の効果が
得られる。
【００９８】
　さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施できることは勿論である。　
　次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　
　（付記項１）　略円筒形状の透明なキャップ部の基端部に内視鏡の先端部に取付けられ
る取付け部が設けられ、前記キャップ部の先端部に前記キャップ部の軸方向と直交する平
面に対して斜めに傾斜された傾斜面が形成されるとともに、
　内視鏡の挿入部と並設される外付けシースを有し、前記外付けシースの先端開口部が前
記キャップ部の前記取付け部の近傍部位で、かつ前記キャップ部の先端傾斜面の先端部と
対応する位置に配置されたシース付き内視鏡用フード。
【００９９】
　（付記項２）　前記キャップ部は、前記先端傾斜面の先端部に前方に向けて突出され、
生体組織の粘膜の内面側に潜り込み可能な先端突出部を有することを特徴とする付記項１
に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１００】
　（付記項３）　前記先端突出部は、前記キャップ部の円筒形状の外径の１／２以下の長
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さに設定されていることを特徴とする付記項２に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０１】
　（付記項４）　前記先端突出部は、略へら状に成形したへら部を有することを特徴とす
る付記項２または３に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０２】
　（付記項５）　前記へら部は、先端の両側角部がなだらかな円弧形状に面取り加工され
た移行部を有することを特徴とする付記項４に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０３】
　（付記項６）　前記へら部は、前記キャップ部の円筒形状に沿って略円弧形状に湾曲成
形されていることを特徴とする付記項４に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０４】
　（付記項７）　前記へら部は、略平板形状に成形された平坦部を有することを特徴とす
る付記項４に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０５】
　（付記項８）　前記へら部は、中途部にその前後部分に比べて幅が狭い幅狭部を有する
ことを特徴とする付記項４に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０６】
　（付記項９）　前記キャップ部は、前記先端傾斜面と前記先端突出部との間が湾曲形状
の中間部を介してなだらかなに連結されていることを特徴とする付記項２に記載のシース
付き内視鏡用フード。
【０１０７】
　（付記項１０）　前記キャップ部は、前記先端傾斜面の基端部と、前記取付け部との間
に生体組織が内視鏡の先端面に接触することを防止する接触防止用の円筒状のスペース構
成部を有することを特徴とする付記項１に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０８】
　（付記項１１）　前記キャップ部は、前記先端突出部が前記内視鏡の先端部に設けられ
ている処置具挿通チャンネルの先端開口部と対応する位置に配置されていることを特徴と
する付記項２に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１０９】
　（付記項１２）　前記外付けシースは、基端部が前記内視鏡の挿入部に沿って手元側の
操作部まで延設されていることを特徴とする付記項１に記載のシース付き内視鏡用フード
。
【０１１０】
　（付記項１３）　前記外付けシースは、基端部に送液手段が着脱可能に連結される連結
部を有することを特徴とする付記項１に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１１１】
　（付記項１４）　前記外付けシースは、処置具が挿脱可能に挿入される処置具挿入部を
有することを特徴とする付記項１に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１１２】
　（付記項１５）　前記キャップ部は、前記外付けシースとのシース連結部に、前記外付
けシースの先端側開口部の開口面積を絞った噴射ノズル状の液体噴射部を有することを特
徴とする付記項１に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１１３】
　（付記項１６）　前記キャップ部は、前記外付けシースとのシース連結部に、前記先端
突出部の幅方向に延設される幅広の開口部を有することを特徴とする付記項２に記載のシ
ース付き内視鏡用フード。
【０１１４】
　（付記項１７）　前記キャップ部は、前記外付けシースとのシース連結部に、前記先端
突出部の幅方向に沿って複数の開口部が並設され、前記各開口部がそれぞれ前記外付けシ
ースの先端側開口部に連結されていることを特徴とする付記項２に記載のシース付き内視
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鏡用フード。
【０１１５】
　（付記項１８）　前記キャップ部は、外周面に前記外付けシースの先端側開口部との連
結口が形成され、前記キャップ部の内部に前記連結口から流出する液体の流れを前記先端
突出部側に向ける整流部材を有することを特徴とする付記項２に記載のシース付き内視鏡
用フード。
【０１１６】
　（付記項１９）　前記キャップ部は、前記外付けシースの先端側開口部との連結部に前
記先端突出部の基端部位置で開口する第１の開口部と、前記先端突出部の先端部位置で開
口する第２の開口部とを有することを特徴とする付記項２に記載のシース付き内視鏡用フ
ード。
【０１１７】
　（付記項２０）　前記外付けシースは、内視鏡の挿入部と並設される複数のシースを有
し、前記キャップ部は、前記取付け部の近傍部位に前記複数のシースの先端側の開口部が
連結される複数のシース連結部を有することを特徴とする付記項１に記載のシース付き内
視鏡用フード。
【０１１８】
　（付記項２１）　前記キャップ部は、前記内視鏡の挿入部の外側に並設される第１の外
付けシースの先端側の開口部が連結される第１のシース連結部が前記取付け部の近傍部位
に配置され、前記内視鏡の挿入部の外側に並設される第２の外付けシースの先端側の開口
部が連結される第２のシース連結部が前記先端突出部の先端部位置に配置されていること
を特徴とする付記項１に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１１９】
　（付記項２２）　前記キャップ部は、水抜用の開口部を有することを特徴とする付記項
１に記載のシース付き内視鏡用フード。
【０１２０】
　（付記項１～２２が解決しようとする課題）　上記特許文献１の内視鏡用フードでは、
フードの先端部に内方向に突出した爪部が設けられているので、この内視鏡用フードを粘
膜の下に潜り込ませることは困難である。そのため、高周波ナイフを用いて病変部の粘膜
の一部を切断したのち、この切断部分に内視鏡用フードの先端部を潜り込ませて粘膜を粘
膜下層から剥離する作業を行なうことは困難である。
【０１２１】
　また、特許文献２の内視鏡用フードでは、粘膜を剥離する作業時にはフードの先端開口
部の周縁の鋭利な端縁部を生体組織に当てた状態で、内視鏡を軸回り方向に回動させてフ
ードの先端を円弧状にスイングさせながら前進させる作業が必要になる。そのため、粘膜
を剥離する作業時の内視鏡の操作が複雑になる。さらに、粘膜を剥離する作業時にフード
に血液や、体液、組織片などが付着して汚れた場合に内視鏡の視野が制限されるので、作
業を長い時間続けることが難しい問題がある。
【０１２２】
　また、特許文献３の内視鏡用フードでは、内視鏡の挿入部の先端に取り付けられた硬質
なフードは、先端部の端面が軸方向と直交する方向に形成されているので、この内視鏡用
フードを粘膜を剥離する作業に使用することは難しい。
【０１２３】
　さらに、特許文献４の内視鏡用フードでは、内視鏡の挿入部の先端に取り付けられた軟
性のフードの先端部を生体組織に押し付けて内視鏡の先端面と観察対象の生体組織との間
に一定の距離を確保するために使用されている。そして、この内視鏡用フードは生体組織
との接触部は生体組織との接触面に合わせて弾性変形するようになっているので、この内
視鏡用フードを粘膜を剥離する作業に使用することも難しい。
【０１２４】
　また、非特許文献１の先端細径透明フードでは、フードの先端部形状が先細状の円筒形
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状になっているので、粘膜を剥離する作業時にはフードの先端部全体が挿入できる程度の
大きな穴をあける必要がある。そのため、粘膜を剥離する作業に手間がかかる問題がある
。さらに、この場合も粘膜を剥離する作業時にフードに血液や、体液、組織片などが付着
して汚れた場合に内視鏡の視野が制限されるので、作業を長い時間続けることが難しい問
題がある。
【０１２５】
　（付記項１～２２の目的）　高周波ナイフなどを用いて粘膜を粘膜下層から剥離、切除
する内視鏡的粘膜切除術などを行う際に透明なキャップ部の汚れや、出血点などを簡単に
洗滌することができ、内視鏡の視野を良好に確保することができるシース付き内視鏡用フ
ードを提供することにある。
【０１２６】
　（付記項２３）　略円筒形状の透明な本体部と、この本体部の基端部に設けられ、前記
本体部を内視鏡の先端部に取付ける取付け部と、前記本体部の先端部に形成され、前記本
体部の軸方向と直交する平面に対して斜めに傾斜された傾斜面状の先端開口周縁部と、こ
の先端開口周縁部の傾斜面の先端部に前方に向けて突出される先端突出部とを具備するこ
とを特徴とする内視鏡用フード。
【０１２７】
　（付記項２３の作用）　高周波ナイフなどを用いて粘膜を粘膜下層から剥離、切除する
内視鏡的粘膜切除術などを行う際に、略円筒形状の透明な本体部の先端突出部を生体組織
の粘膜の内面側に潜り込ませる。これにより、内視鏡の視野を良好に確保し、粘膜を粘膜
下層から剥離、切除する作業を容易に行なうことができるようにしたものである。
【０１２８】
　（付記項２４）　前記先端突出部は、前記本体部の円筒形状の全周の長さの１／２以下
の長さに設定されていることを特徴とする付記項２３に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項２４の作用）　本体部の円筒形状の全周の長さの１／２以下の長さの先端突出
部を生体組織の粘膜の内面側に潜り込ませることにより、内視鏡によって生体組織の粘膜
の内面側の剥離部分を目視できるようにしたものである。
【０１２９】
　（付記項２５）　前記先端突出部は、略へら状に成形したへら部を有することを特徴と
する付記項２３または２４に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項２５の作用）　へら部を生体組織の粘膜の内面側に潜り込ませることにより、
内視鏡によって生体組織の粘膜の内面側の剥離部分を目視できるようにしたものである。
【０１３０】
　（付記項２６）　前記へら部は、先端の両側角部がなだらかな円弧形状に形成された移
行部を有することを特徴とする付記項２５に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項２６の作用）　粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡的粘膜切除術などを
行う際に、へら部の先端の両側角部の移行部を生体組織に接触させることにより、生体組
織に傷つきが生じないようにしたものである。
【０１３１】
　（付記項２７）　前記先端突出部は、前記本体部の円筒形状に沿って略円弧形状に湾曲
成形されていることを特徴とする付記項２３もしくは２４に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項２７の作用）　へら部を本体部の円筒形状に沿って略円弧形状に湾曲成形する
ことにより、切削加工によってへら部を成形するようにしたものである。
【０１３２】
　（付記項２８）　前記先端突出部は、略平板形状に成形された平坦部を有することを特
徴とする付記項２３もしくは２４に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項２８の作用）　粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡的粘膜切除術などを
行う際に、平板形状のへら部によって比較的広い範囲で剥離作業を行なえるようにしたも
のである。
【０１３３】
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　（付記項２９）　前記先端突出部は、中途部にその前後部分に比べて幅が狭い幅狭部を
有することを特徴とする付記項２３もしくは２４に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項２９の作用）　粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡的粘膜切除術などを
行う際に、へら部の中途部の内面に付着する血液や、体液、生体組織片などの汚れをへら
部の幅狭部によって低減するようにしたものである。
【０１３４】
　（付記項３０）　前記本体部は、前記先端開口周縁部と前記先端突出部との間が湾曲形
状の中間部を介してなだらかなに連結されていることを特徴とする付記項２３に記載の内
視鏡用フード。
【０１３５】
　（付記項３０の作用）　粘膜を粘膜下層から剥離、切除する内視鏡的粘膜切除術などを
行う際に、本体部の先端開口周縁部と先端突出部との間の湾曲形状の中間部を生体組織に
接触させることによって生体組織に傷つきが生じないようにしたものである。
【０１３６】
　（付記項３１）　前記本体部は、前記取付け部の近傍部位に前記内視鏡の挿入部と並設
される外付けシースと、前記外付けシースの先端側の開口部が連結されるシース連結部と
を有することを特徴とする付記項２３に記載の内視鏡用フード。
【０１３７】
　（付記項３１の作用）　本体部のシース連結部に連結される外付けシースを通して本体
部の内面側に液体や、エアーなどの流体を供給したり、処置具を挿入できるようにしたも
のである。
【０１３８】
　（付記項３２）　前記シース連結部は、前記先端突出部側に配置されていることを特徴
とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項３２の作用）　外付けシースを通して本体部の内面側に液体や、エアーなどの
流体を供給した際に、本体部の内面の汚れを洗い流しやすくする。外付けシースに処置具
を挿入した場合には、先端突出部の近傍に延出させやすくするようにしたものである。
【０１３９】
　（付記項３３）　前記シース連結部は、前記内視鏡の処置具挿通チャンネルの先端開口
部側に配置されていることを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項３３の作用）　外付けシースを通して本体部の内面側に突出される処置具と、
内視鏡の処置具挿通チャンネルを通して本体部の内面側に突出される処置具とをそれぞれ
使いやすくしたものである。
【０１４０】
　（付記項３４）　前記外付けシースは、基端部が前記内視鏡の挿入部に沿って手元側の
操作部まで延設されていることを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項３４の作用）　内視鏡の手元側の操作部の近傍で外付けシースの基端部の操作
を行なえるようにしたものである。
【０１４１】
　（付記項３５）　前記外付けシースは、送液手段が着脱可能に連結される連結部を有す
ることを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項３５の作用）　外付けシースの連結部に送液手段が着脱可能に連結されるよう
にしたものである。
【０１４２】
　（付記項３６）　前記外付けシースは、処置具が挿脱可能に挿入される処置具挿入口を
有することを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項３６の作用）　外付けシースの処置具挿入部から処置具が挿脱可能に挿入され
るようにしたものである。
【０１４３】
　（付記項３７）　前記シース連結部は、前記外付けシースの先端側開口部の開口面積を
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絞った噴射ノズル状の液体噴射部を有することを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用
フード。
【０１４４】
　（付記項３７の作用）　シース連結部の噴射ノズル状の液体噴射部によって外付けシー
スの先端側開口部の開口面積を絞ることにより、外付けシースを通して本体部の内面側に
液体や、エアーなどの流体を供給した際に、流れを強くするようにしたものである。
【０１４５】
　（付記項３８）　前記シース連結部は、前記先端突出部の幅方向に延設される幅広の開
口部を有することを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項３８の作用）　シース連結部の幅広の開口部によって突出部全面を洗えるよう
にしたものである。
【０１４６】
　（付記項３９）　前記シース連結部は、前記先端突出部の幅方向に沿って複数の開口部
が並設され、前記各開口部がそれぞれ前記外付けシースの先端側開口部に連結されている
ことを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。
【０１４７】
　（付記項３９の作用）　シース連結部の複数の開口部によってそれぞれ外付けシースの
先端側開口部の開口面積を絞ることにより、外付けシースを通して本体部の内面側に液体
や、エアーなどの流体を供給した際に、流れを強くするようにしたものである。さらに、
シース連結部の幅広の開口部によって突出部全面を洗えるようにしたものである。
【０１４８】
　（付記項４０）　前記シース連結部は、前記本体部の外周面に前記外付けシースの先端
側開口部との連結口が形成され、前記本体部の内部に前記連結口から流出する液体の流れ
を前記先端突出部側に向ける整流部材を有することを特徴とする付記項３１に記載の内視
鏡用フード。
【０１４９】
　（付記項４０の作用）　外付けシースを通して本体部の内面側に液体や、エアーなどの
流体を供給した際に、本体部の外周面の連結口から本体部の内部に流出する液体の流れを
整流部材に突き当て、先端突出部側に向けるようにしたものである。
【０１５０】
　（付記項４１）　前記シース連結部は、前記先端突出部の基端部位置で開口する第１の
開口部と、前記先端突出部の先端部位置で開口する第２の開口部とを有することを特徴と
する付記項３１に記載の内視鏡用フード。
【０１５１】
　（付記項４１の作用）　外付けシースを通して液体や、エアーなどの流体を供給した際
に、第１の開口部から流出される液体や、エアーなどの流体によって本体部の内面側の汚
れを洗滌するとともに、第２の開口部から流出される液体や、エアーなどの流体を生体組
織の出血部などに直接吹き付け、汚れを洗滌するようにしたものである。
【０１５２】
　（付記項４２）　前記本体部は、前記取付け部の近傍部位に前記内視鏡の挿入部の外側
に並設される複数の外付けシースの先端側の開口部が連結される複数のシース連結部を有
することを特徴とする付記項３１に記載の内視鏡用フード。
【０１５３】
　（付記項４２の作用）　本体部の複数のシース連結部に連結される複数の外付けシース
を通してそれぞれ本体部の内面側に液体や、エアーなどの流体を供給したり、処置具を挿
入できるようにしたものである。
【０１５４】
　（付記項４３）　前記本体部は、前記内視鏡の挿入部の外側に並設される第１の外付け
シースの先端側の開口部が連結される第１のシース連結部が前記取付け部の近傍部位に配
置され、前記内視鏡の挿入部の外側に並設される第２の外付けシースの先端側の開口部が
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連結される第２のシース連結部が前記先端突出部の先端部位置に配置されていることを特
徴とする付記項２３に記載の内視鏡用フード。
【０１５５】
　（付記項４３の作用）　第１および第２の外付けシースを通して液体や、エアーなどの
流体を供給した際に、第１の外付けシースの第１の開口部から流出される液体や、エアー
などの流体によって本体部の内面側の汚れを洗滌するとともに、第２の外付けシースの第
２の開口部から流出される液体や、エアーなどの流体を生体組織の出血部などに直接吹き
付け、汚れを洗滌するようにしたものである。
【０１５６】
　（付記項４４）　前記本体部は、水抜用の開口部を有することを特徴とする付記項２３
に記載の内視鏡用フード。　
　（付記項４４の作用）　本体部の内部に溜まる液体などを本体部の水抜用の開口部から
排出するようにしたものである。
【産業上の利用可能性】
【０１５７】
　本発明は、内視鏡に装着される内視鏡用フードを製造、使用する技術分野および内視鏡
用フードを内視鏡に装着した状態で体内の生体組織を処置する際に使用される医療器具の
技術分野で有効である。
【図面の簡単な説明】
【０１５８】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用フードを内視鏡に装着した状態を示す斜視
図。
【図２】第１の実施の形態の内視鏡用フードを内視鏡に装着した状態を示すもので、（Ａ
）は縦断面図、（Ｂ）は平面図。
【図３】第１の実施の形態の内視鏡用フードが装着された内視鏡の正面図。
【図４】第１の実施の形態の内視鏡用フードの外シースにシリンジが接続された状態を示
す斜視図。
【図５】第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時にへら部が粘膜と粘膜下層との間に
差し込まれた状態を説明するための斜視図。
【図６】第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時に体内の出血部を洗滌している状態
を説明するための斜視図。
【図７】第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時に体内の出血部をへら部で押圧して
止血する作業を説明するための斜視図。
【図８】第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時にフードの内面の汚れを洗滌してい
る状態を説明するための斜視図。
【図９】第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時にへら部が粘膜と粘膜下層との間に
差し込まれ、深い位置まで粘膜の剥離が進行した状態を説明するための斜視図。
【図１０】第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時に把持鉗子を使用して粘膜の剥離
を進めている状態を説明するための斜視図。
【図１１】（Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡用フードの使用時に止血用クリップと高周
波ナイフとを使用する状態を説明するための斜視図、（Ｂ）は止血用高周波プローブを示
す斜視図、（Ｃ）は注射針を示す斜視図。
【図１２】本発明の第２の実施の形態を示すもので、（Ａ）は内視鏡用フードの正面図、
（Ｂ）は内視鏡に装着した内視鏡用フードの側面図、（Ｃ）は同平面図。
【図１３】本発明の第３の実施の形態の内視鏡用フードを内視鏡に装着した状態を示す縦
断面図。
【図１４】（Ａ）は第３の実施の形態の内視鏡用フードの正面図、（Ｂ）は外シースの先
端の絞り部を一部を断面にして示す側面図。
【図１５】（Ａ）は第３の実施の形態の内視鏡用フードの第１の変形例を示す正面図、（
Ｂ）は第１の変形例の要部構成を示す縦断面図、（Ｃ）は第３の実施の形態の内視鏡用フ
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ードの第２の変形例を示す正面図。
【図１６】本発明の第４の実施の形態の内視鏡用フードを内視鏡に装着した状態を示す縦
断面図。
【図１７】本発明の第５の実施の形態を示すもので、（Ａ）はフレーム構造の内視鏡用フ
ードを内視鏡に装着した状態を示す側面図、（Ｂ）は同平面図。
【図１８】本発明の第６の実施の形態の内視鏡用フードを内視鏡に装着した状態を示す縦
断面図。
【図１９】本発明の第７の実施の形態を示す要部の側面図。
【図２０】本発明の第８の実施の形態を示す要部の側面図。
【図２１】本発明の第９の実施の形態の内視鏡用フードを内視鏡に装着した状態を示す斜
視図。
【図２２】本発明の第１０の実施の形態を示すもので、（Ａ）は内視鏡用フードを内視鏡
に装着した状態を示す斜視図、（Ｂ）は（Ａ）の正面図、（Ｃ）は内視鏡用フードを内視
鏡に装着した状態を示す縦断面図。
【符号の説明】
【０１５９】
　　２…内視鏡、３…挿入部、４…キャップ部（本体部）、４ａ…円筒部、５…内視鏡装
着部（取付け部）、５ａ…円筒部、６…先端開口周縁部、７…へら部（先端突出部）、１
０…外シース、１０ａ…第１の外シース、１０ｂ…第２の外シース、１８…高周波ナイフ
。
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